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Ⅰ　学校の規模及び地域環境

１　学校規模

学級数…12学級（各学年２学級）

児童数…468名

教職員数…32名

２　地域環境

旭川市内西部に位置し、道路を挟んで陸上自衛

隊旭川駐屯地がある。附属中学校が小学校と同じ

敷地内にあり、裏側には附属幼稚園や周囲に住宅

街が広がる地域である。

近年の不審者等による事件が子どもたちに影響

を及ぼしていることを受け、全国の附属学校での

取組同様に防犯ブザーの大学からの貸与、学校周

囲柵の更新、附属小学校正門と附属幼稚園正門へ

の警備員の常駐、防犯カメラの設置等により不審

者に対する抑止効果を図っている。

Ⅱ　取組のポイント

１　不審者侵入対応の児童避難訓練を毎年実施

２　旭川市中央警察署の職員との連携

３　不審者対応チェックリストの活用

４　不審者対応の職員訓練の実施

Ⅲ「不審者侵入対応避難訓練」取組の概要

１　取組の趣旨やねらい

非常災害時や不審者侵入時の安全で迅速な避難

方法を体得させるとともに、警察署と連携を図り

ながら児童の防災意識や不審者から身を守る意識

を高める。平成17年度は特に、休み時間の子ども

たちの緊急避難を安全で組織的に行うための訓練

として行った。

２　具体的な方針

○児童自身の安全に対する心構えや習慣を日常的

に指導する。

○避難訓練に当たっては、各学級で事前、事後指

導の徹底を図る。

３　計画概要

（１）実施日時：平成17年6月9日（木）

中休み～3校時（午前10時30分～午前11時20分）

の間で実施。

（２）想定状況

休み時間に不審者が校庭内へ侵入。児童の避難

及び校舎外での不審者対応を行う。

ア　児童が不審者を発見し、警備員や教職員に

連絡。

イ　組織的に不審者対応。

ウ　全学年体育館へ避難。

（３）当日の準備

・放送設備　　　　　　・集合旗

・警察署の方々の応対　・報道機関の対応

・記録写真　　　　　

４　避難訓練時の職員体制と役割分担（一部抜粋）

不審者侵入に対応する児童避難訓練と職員訓練

北海道教育大学附属旭川小学校　　　　校長　中　西　信　行
〒070-0874 北海道旭川市春光4条1丁目　Tel（0166）52-2361

担 当  者  所  在  場  所  役  割  

校 長  校  長  室  本  部  長  

副校長 職 員 室 対 策本部 統 括 

教 頭 １の １教 室 児 童 誘 導係① 

総務部 長 職 員室 不 審者対 応 ① 

音楽専 科 音 楽室 特 別教室 確 認 

養護教 諭 保 健室 児 童誘導 係 ① 

図 書 館司書 図書 室 児 童 誘 導係① 

専門職（事務係長） 事 務 室 事 務室の 指 揮 

事務員 事 務 室 通 報係 

職 員 低学年用グランド 児 童 誘 導 係 ① A

児童 誘 導係② 職員 低学年用グランド B

不審 者 対応② 職 員 ２の １教 室 C

不審 者 対応② 職員 職 員 室 D

職 員 職員 室 児 童 誘 導係① E

児 童誘導 ② 職員 体 育 館 I

職 員 ５の １教 室 不 審 者 対応① J

職員 第 グ ラ ン ド 緊 急放送 K 1
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手順・ 時間 帯 活 動 内 容 

① 不 審 者 の 徘 徊 ◇ 

１ ０ ： ３ ０ 

② 不 審 者 の 発 見 ◇ 

１ ０ ： ３ ２ 

◆ 

③不 審者 への 対応 

※対応 時には 、携帯 電話と 身を 守るも の を 

持つ（ メガ ホン、 警棒 等 。 ） 

◇職 員 が 不審 者を 確認 し、複 数で 退去を求 A

める 。 

【不 審者 との 対応の 様子 】 

④管 理職 への 連絡 

１ ０：３ ５ � 

校 内 放 送 Ⅰ 開 始 ｢ ○ ○ ○ の方が お見え です 。校長 先生、 至急職 

員室へ お戻り くだ さい。 第1グラ ンドで す。｣ 

最後 に不審 者 の ※ ○○○ は暗号 放送で あり、 

を全 校に 伝える 。 居場 所 

⇒この 放送の 合図で 、全教 職員 ・児童 が 警 

戒態勢 を敷 く。 

ア 教室窓 ・非 常口の 施錠 （１階と 階以 上 2

は非常 口を 重点的 に） 

イ 校舎外 にい る児童 は校 内に入る 

⇒低学 年はベ ランダ から、 中高 学年は 玄関 

から校 内に 入る ことを 基本と する。 

ウ 校 内 は、ブ ロック ごとに 対応 し廊下 、特 

別教室 にいる 児童は 近くの 先生 の指示 で近 

く の教室 に入 る。 

( 自 分の教 室で なく てよい ～事 前指導 )

エ 職員室 にい た職 員 は 体 育館の 施錠体 制 C

を 確認し て職 員室 に戻る 。 

⑤ 緊 急 避 難 の 判 断 ◆ 事前指 導で、 ○○○ の放送 があ れば近 くの 

１ ０ ： ４ ０ 先 生の指 示に従 い、近 くの教 室へ 入るこ とを 

確認 してお く。 

⇒専門 職は中 高学年 玄関入 口で 様子を うか 

がう(施 錠 ・ 連 絡 等の対 応)

◇ 退去に 応じな く、危 害を加 えら れる恐 れが 

あ ると判 断す る。 

⇒退去 する可 能性が なく、 しか も子ど もた 

◇職 員 か ら 副校長 へ携 帯電 話で連 絡（児 童 B

の 緊急避 難と 通報 及び応 援の要 請） 

「 。  。  大 変 危 険 で す 児童 を避難さ せて くださ い 

至急 応援を お願 いし ます 」 。 

⇒不審 者を校 舎内に 侵入さ せな いよう な対 

応を複 数名 で行 う。 

⇒ 応援の ２人 はさ すまた を持参 する。 

【応 援職員 と不 審者 との対 応の様 子】 

◇ 外に残 ってい る子ど もたち はす ぐに体 育館 

へ 避難誘 導す る （専門 職や 職員 ） 。 B

⑥ １ １ ０ 番 通 報 ◇ 副校長 が事務 室に連 絡し、 １１ ０番通 報す 

１０： ４２ る （ 事務員 ） 。 

＜通 報内容 例＞ 

◇局 番なし の１ １０ ダイヤ ル 

◇状 況を簡 潔に 説明 

「訓練 です 。附属 小学校 です。男 （女）が侵 

入し ていま す。 直ち に来て くだ さい 」 。 

警官が扮装した不審者が裏門から柵を越え、 

第1グランドに侵入し、徘徊。 

【徘徊中の不審者の様子】 

第1グランドで遊んでいる児童が不審者を発 

見し、警備員や教職員へ連絡する。 

「不審な人がグランドにいます！」 

不審者を発見した場合、直ちに警備員や教 

職員へ知らせることを事前指導で、確認し 

ておく。 

◇警備員・教職員３名が不審者の確認に向かう。 

◇職員Bはすぐに校内放送Ⅰを入れるよう携帯 

　電話で職員室と連絡。 

ちや職員に危害を加えると判断した場合、 

通報及び避難体制をとる。 

５　訓練細案
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６　これまでの防犯避難訓練の概要

（１）平成15年度

授業中に不審者が低学年用グランドへ侵入し校舎

外で職員が対応。

⇒低学年用グランドから低学年教室のベランダを

不審者が徘徊しガラスごしに教室をのぞく。施錠

等で校舎内への侵入を防ぎ、児童は体育館へ避難。

（２）平成16年度

授業中に不審者が低学年用グランドから理科園を

徘徊し、複数の職員で校長室へ不審者を誘導し説得

にあたる。

⇒校舎内に不審者を隔離し、児童はグランドへ避難。

◇そ の後は 、質 問に答 える 。 

「 私は○ ○で す 」 。 

※ ケガ人 がい る場合 は救 急車手配 の連 絡も 

お願い する 。 

⑦ 校 内 放 送 開 始 ◇ 副校長 からの 連絡で 全校へ 緊急 校内放 送Ⅱ 

１ ０ ： ４ ２ を 入れる （職員 ） 。 C

校 内 放 送 Ⅱ 開 始 「緊急 放送。 これ は訓練 です。緊 急の全校集 

会 を 行 います 。児童 のみ なさん は、朝 会のよ 

うに 速やか に体 育館に 集合 して くださ い ２ 。 （ 

回繰 り返し 」 ） 

⇒今回 の避難 経路は Ｅ経路 （朝 会と同 様 に 

体育館 へ） 

◇避 難開始 ⑧緊 急避 難開 始 

１０ ：４ ３ 

【グ ラン ドか らの避 難の 様子】 

＜各 教職員 の対 応＞ 

【体 育館】 

①体 育館入 り口 を封鎖 する よう努め る。 

② 最終的 に学級 の子ど もたち が整 列次第 人 数 

を 確認し 、副 校長へ 報告 する。 

【各 教室】 

ア の 後、窓 の施錠 （１ 階）非 常 校 内放送 Ⅰ 、 

口 を施錠 する 。 

イ 児 童 誘導係 ①と が児童 を 教 児 童誘導 係② 

室 へ集め る。 

ウ １ 階 の特別 教室は 音楽専 科が 音楽室 児 童 

に 声を掛 けた 後見回 り施 錠する。 

エ 児童を 落ち 着かせ る（ 私語をさ せな い） 

オ 児 童 を窓か ら見え にくい 場所 に集め 、 低 

い 姿勢で 静か に待機 させ る。 

カ の後、 施錠を 確認 し、児 童 誘 校内 放送Ⅱ 

。 導 係①が ブロ ックご とに 体育館へ 誘導 する 

キ は 、 ブロッ ク教 室内に 残 っ 児童 誘導係 ② 

て いる児 童が いない か確 認する。 

【校 舎外】 

ア 不 審 者を校 舎内に 侵入さ せな いよう に 複 

★不審 者との 対応訓 練は８ 月に 職員研 修で 

も行う 。 

イ 教 職 員の誘 導や緊 急放送 を聞 き、児 童を 

体 育館に 避難 誘導 する。 

⑨ 関 係 機 関 へ の 連 ＊ 事務 ⇒１ １0番通 報・警 察に緊 急連絡 し支 援 

絡 に つ い て 要請 を行 う。 

＊周 辺校へ の連 絡を 行い危 険回避 を求め る。 

◇ 事前に 附属中 学校や 警察へ 避難 訓練の 実施 

日 時を連 絡し てお く。 

⑩ 避難完 了確 認 ◇ 避 難完了 ～負 傷者 等の有 無を確 認する 。 

１ ０ ： ５ ５ ⇒ 完了は 全学 級の 避難報 告終了 時とす る。 

⑪ 見 回 り ・ 安 全 の ◇ は、校 舎内を 見回 り、逃 げ遅 児童誘 導係② 

確 認 れた児 童がい ないか を確認 後に 避難し 、副 

１１： ００ 校 長へ報 告す る。 

◇職 員 は 校 地内を 見回 り、 逃げ遅 れた 児童 D

がいな いかを 確認後 に避難 し、 副校長 へ報 

告 する。 

⑫ 事後指 導 ◇ 全 体への 防犯 指導 を開始 する。 

１ １ ： ０ ５ 【 防 犯指導 の概 要】 

①集 合状況 の確 認と 本活動 のねら い（教 務） 

②校 長先生 のお 話 

★今回 は特に 「休み 時間」 など に不審 者に 

遭遇し た場 合の 対応方 法につ いて 

④教 室への 戻り 方（ 教務） 

◇教 室に戻 る（ 隊列 を組ん で、整 然と行 う） 

◇教 室で各 担任 から の事後 指導 

⑬終 了 ◇ 終了 

１１ ：２ ０ 

「電話番号は△△－××××です」等。 

数で対応する。 

③生活安全課の方のお話（中央警察署） 
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７　雨天時の計画

○小雨の場合は計画通りに実施する。

○悪天候の場合には以下の計画で「休み時間の避

難の仕方」を訓練する。

８　警察署との連携

防犯避難訓練の実施にあたっては関係機関や地

域との連携が重要である。本校では、毎年、旭川

市中央警察署生活安全課にご協力をいただき、訓

練内容の充実や改善を図っている。

主な連携の内容は次の５点である。

・事前に生活安全課に防犯避難訓練の依頼を行う。

・訓練のねらいを伝え、内容等に助言をいただく。

・児童と職員の不審者対応や避難について訓練内容

の重点化を図る。

・不審者役には、生活安全課の方に扮装を依頼する。

・避難後の講話内容の要点について打合せておく。

※平成17年度は休み時間や登下校時について

９　事前指導と準備

（１）事前指導

ア　不審者を校地内・校舎内で発見した場合に

は、すぐに近くの警備員や先生、事務員等の大

人に知らせること。

イ　不審者を発見した場合には、決して近づかず、

静かに安全な場所に離れること。（校舎外なら

校舎内に入ること）⇒低学年は、教室またはプ

レールーム

ウ　「○○○の方がお見えです」の暗号放送の合

図で私語や行動を止め、近くの先生方の指示に

従い、教室に入ること。（緊急放送に備える）

エ　「緊急放送」の合図で落ち着いて素早く避難

する。

オ　休み時間の緊急避難の場合には、ブロックご

とに先生方の指示に従って避難すること。

カ　自分の教室にいない場合には、近くの先生の

指示で近くの学級と共に行動すること。

キ　体育館に集合し、全校朝会の自分の場所に移

動する。（学級毎に人数確認を行う）

（２）準　備

ア　「警戒の段階」（校内放送Ⅰの合図）では、

落ち着いて行動し上靴に履き替える。

イ　「緊急の段階」（校内放送Ⅱの合図）では、

外靴のまま素早く行動する。

10 不審者対応チェックリスト

本校では、不審者対応の防犯避難訓練の前に「不

審者対応チェックリスト（表１参照）」を用いて不

審者対応に対する教職員の共通理解と意識の高揚を

図っている。

これは、平成13年に文部科学省から通知されてい

る「幼児児童生徒の安全確保及び学校の安全管理に

ついての点検項目（例）の改訂について」を受けて

『学校への不審者侵入時の危機管理マニュアル』に

掲載されているものを参考に本校で作成したもので

ある。

【中休みのグランドの様子】

手順・ 時間 帯 活 動 内 容 

① 不 審 者 の 徘 徊 ◇ 警官が 扮装す る不審 者が裏 門か ら敷地 柵 を 

１０ ：３ ０ 

②不 審者 の発 見 ◇ 警 備員が 発見 ～事務 室へ 連絡 

１０ ：３ ２ 

③ 不 審 者 へ の 対 応 ◇ 低学年 の教員 が不審 者を発 見し 、事務 室 へ 

連 絡する 。 

◇警 備員・ 教職 員複数 が対 応に向か う。 

※ 対応時 は、 携帯電 話を 持つ。 

④管 理職 への 連絡 ◇教 員１名 はす ぐに を入 れる 。 校内 放送 � 

「 ○○○ の方が お見え です。 校長 先生、 至 急 １０ ：３ ５ 

す。 ｣ 

※暗号 放送と して を 最 後に不 審者 の居場 所 

伝える 。 

⇒この 放送の 合図で 、全教 職員 ・児童 が 警 

戒態勢 を敷 く。 

ア 教室窓 ・非 常口の 施錠 

イ 校 内 、ブロ ックご とに対 応し 、廊下 や 特 

別 教室に いる 児童は 近く の教室に 入る 

＊ 以下は 晴天 時と同 様 

⇒「不審な人がプレーグランドにいます！」 

越え、第1グランド方面を徘徊し、低学年用 

グランドへ移動。 

職員室へお戻りください。低学年用グランドで 
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11 実践の成果と今後の課題

避難訓練実施後の反省集約結果に基づいて職員会

議で成果と課題を確認している。今回の本校児童を

対象とした不審者対応避難訓練の成果と課題を以下

にまとめた。

（１）成　果

○ねらいにかかわって、休み時間に実施できたこと

は児童の「いついかなる場合でも危険は起こりう

る」という防犯に対する危機意識育成のためによ

かった。

○休み時間を想定したことで、避難手順について意

義があった。（狙われやすい時間帯と思われる）

○侵入経路としては、低い方の柵か中学校グランド

側だと思われるので、（侵入想定として）適切だ

った。

○事前に綿密な計画案が出されていたので、それに

沿った対応ができた。

（２）課　題

▲実際に不審者対応の職員が職員室にいるとは限ら

ない。放送に合わせて誰が対応するのか、どこに

いても動きが見えるようにする必要がある。

▲外で遊んでいる子どもたちに、不審者を刺激せず

に緊急性のある伝え方をする必要がある。⇒「○

○○の方がもう来ています。体育館へ行きなさい。」

▲さすまたで応援に行くタイミングが難しい。刃物

を出されたら一刻を争うので、柵を乗り越えた段

階で応援に

行くのがよ

い。

▲さすまたで

の対応は複

数で行わな

ければ逆に

危 険 で あ

る。緊急で

なければ、

複数の職員が揃うまで犯人と対峙したまま待つな

どしたほうがよい。

▲「今週のどこかで行います。」程度の抜き打ちの

訓練を行うのもよい。

▲不審者発見場所を校内放送で流したところ、違う

場所と勘違いした児童がいた。放送内容はよく吟

味する必要がある。

▲不審者に「ねえ一緒に遊ぼうよ」と声をかけられ

て、近づく子はいなかったが離れようとする子も

いなかった。興味本位で不審者に近づかないこと

と不審だと感じたらすぐに相手から離れることの

指導を徹底する必要がある。

Ⅳ「不審者侵入対応職員訓練」取組の概要

不審者対応避難訓練では、児童を安全に避難させ

ることを重点としているが、不審者が児童に危害を

加えないように児童全員を安全に避難させるための

職員の適切な対応が必要となる。そこで、職員対象

の訓練として、旭川中央警察署生活安全課の方を講

師に招いて行った取組を以下に紹介する。

１　ねらい

非常災害時や不審者への安全で迅速な対処方法を

習得する。

本訓練を通して、不審者から身を守る意識を高め

るとともに、警察署と連携を図りながら防犯に対す

る意識を高める。

表 １ 平成１７年度不審者対応チェックリスト集約結果 
（一部抜粋 ） 

３－行 って いる ２－ おお むね 行っ てい る １ －改 善を 要す る 

点 検 項目 改善計 画 H16 H17

2.5 2.2危 機管理マニュアルに 基づ き、子ども 
の日 常及び緊急時の安全 確保 について共 
通 理解を 図っ てい るか 

2.8 2.5
職員 会議等で取り上げ情 報交 換、意見交 
換を 行うなどにより、教 職員 の危機管理 
意 識を図 って いる か 
全ての教 職員が緊急時 に一体と なって 
迅速 ・的確に対応できる 実践 力の向上を 
図る ために次のような措 置を 講じている 
か 
不 審者による緊急事態 発生 時に備えた ■ こ ん な時代なので年１回だけでは 2.9 2.5

避難 訓練を実施し、その 反省 を対応に生 足り ない よ う な 気がし ます 
か してい るか ■こ れか ら 
防 犯に関する知識・技 能、 応急手当や ■技 能面 で の 研 修の充 実( が必要 )1.4 1.6

心の ケアの具体的な方法 など について研 ■ 心 の ケアなどはしっかり学んでお 
修 を行っ てい るか きた いと 思 う 

■ 防 犯 に関する技能、応急手当や心 
の ケ ア についての具体的な研修がな 
い 
■ 職 員 の研修 が必 要 

2.3 2.2教 職員間の情報伝達訓 練や 警察、消防 
等 への通 報訓 練な どを 行っ てい るか 

2.4 2.3警察等 の関 係機 関 保 護 者 地 域 住 民 、 、  、  
近隣 の学校・幼稚園と連 携し て、学校周 
辺に おける不審者の情報 が把 握できる体 
制 を整え てい るか 
教 職員や保護者・地域 住民 等のボラン ■ 最 近 少し巡視等を怠っているよう 1.8 1.6

ティ アによる校内巡視等 によ り、不審者 に 感 じ 反省。外に担当を決めて出る 
を 早期に 発見 する 体制 を整 えて いる か 

学 校への来訪者が確認 でき るよう、次 
の ような 措置 を講 じて いる か 

2.1 2.6立 て札や看板等による 案内 ・指示を行 
った り、順路、入り口、 受付 等を明示し 
て いるか 
来訪者  にリボンや名札等を  着用  させ  ■  十  分  とは言えない（特に保護者に 2.9 2.9

て、 不審者との識別が可 能な ようにして 対し て） 
いる か 
来訪者に 最初に出会っ た教職員 が、氏 ■ 教  職  員による「声かけ」の重視⇒ 2.0 1.9
名・ 用件を聞いたり、持 ち物 や言動等に 共通 行動 で 徹 底 
より 不審者かどうかの判 断が できるよう ■ 受 付 が○○さんの後ろの窓になら 
に してい るか な い か 。学校に入ってからの受付で 

は お そ い⇒至 急検 討 
■ 玄 関 フード内で受付できるように 
する とよ い 
■ 心 が けているが自分自身十分とは 
言え ない 

登 下校時以外には校門 を閉 めるなど、 ■ 施 錠 の徹底（特に児童の入口）⇒ 3.0 2.2
敷地 や校舎への入り口等 を管 理可能なも 日直 ＋事 務 で 対 応 
の に限定 して いる か 
登 下校時において、子 ども の安全が確 

保さ れるよう、次のよう な措 置を講じて 
いる か 

2.9 3.0

不審者侵入事件に係わる情報を収集し、 

とよいかも知れません 
■保護者・地域住民との一層の連携 
が必要 

　実態に応じて計画的に実施されているか 

　不審者の侵入を想定した避難訓練を行 
い、緊急事態発生時に子どもが安全に避 
難できるようにしているか 

【防犯避難訓練中の不審者対応】
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２　日時と場所

日　時：平成17年8月16日（火）13:00～14:00

場　所：本校体育館

３　内　容

・開会の言葉

・警察署の方の紹介

・校長あいさつ

・訓　練

・お礼の言葉

・閉会の言葉

４　訓練の内容

（１）講義～「学校等における安全対策」

ア　心構え

イ　防御上の留意事項

ウ　法的根拠

エ　防御等の具体例

オ　児童等への指導

カ　護身術例

※以上のプレゼンテーション用のスライドを中央

警察署の方で準備。今回は、印刷資料の配付とい

う形で行った。

（２）さすまたを使った実技指導

本校では、校内のブロックごとに複数本のさすま

た、各教室には撃退用の棒を設置している。さすま

たの使い方について実技指導を行った。相手に奪わ

れるとかえって危険であることや、複数での使用が

基本であることなどを確認した。

【さすまたを使用した不審者との対応訓練】

（３）手近な物品を使った防御の実技指導

不審者と遭遇する場所に必ずしもさすまたや撃退

用の棒などがあるとは限らない。校内への侵入であ

れば、児童用の机や椅子、黒板用の三角定規、棒ほ

うきやモップなども使えることを確認した。

【机を使用した不審者との対応訓練】

Ⅴ　おわりに

平成15、16年度と特に不審者対応の避難訓練を重

点的に改善してきた。改善に当たって、方向性を考

える指針となったのが「不審者侵入時の危機管理マ

ニュアル（本校運営計画に掲載）」であり、「不審者

対応チェックリスト」の集約と反省、「避難訓練」

の反省結果の集約と改善であった。

過去２年間の課題となっていた以下の点について

は随時改善を重ねている。

○教職員訓練の必要性や警備員との連携

⇒教職員訓練を平成17年度に実施

○施設設備の改善

ア　しきりの設置

イ　警備員との連絡手段

⇒上記の2点については、警備員が携帯電話を

所有していないことや予算面の課題。

ウ　「さすまた」等の購入

⇒さすまた９本、催涙スプレー2本を購入。各

教室には約２mの棒とホイッスルを配置。

○多様な形態の避難訓練を工夫

⇒休み時間や、突然の校内侵入などが課題であ

った。平成17年度に実施。

○不審者対応チェックリスト

ア　心のケア等について教職員の学習会が必要

イ　保護者や地域との連携の強化

ウ　門に案内の立て看板が必要

エ　職員もパスを身に付け、パスのない人には

声をかける習慣が必要

今後も改善を重ねて子どもたちの安全を守るよう

にしていきたい。


